
６月まで２年間にわたって，プ
ラ核学会誌の編集委員と企画幹事

を務めさせていただきました．新型コロナウイルス禍の影
響で，最後の４ヶ月は編集委員の皆様や事務局の皆様に直
接お会いすることなく，ビデオ会議を通してのあっけない
終わり方でした．今となっては，大阪から名古屋のプラ核
事務局に毎月通っていたことさえ良い思い出です．
メディア報道でウイルスの“拡散”という言葉を耳にした
ことがありました．わたしは核融合炉材料中の水素同位体
の“拡散”現象を研究テーマとしてきましたので，医学・生
命学等には無知なのですが，何か“拡散”の類似性がないの
かと考えてしまいます．高濃度の拡散源（感染者が多いと
ころ）があれば，拡散して濃度が均一化していくのは必然
ではなかろうかということです．ある都市の高濃度拡散源
を隔離して高濃度のまま保っておくことは難しいのではな
いかと思います．いずれ，“拡散”により急峻な濃度勾配も
緩慢になっていくのでしょうし，このプロセスは長期間に
わたるのでしょう．インフルエンザでさえ，毎年定期的に
ワクチンによる予防接種をしているのですから，新型コロ
ナウイルス感染症，改めコビッド１９（COVID-19）の予防接
種も同時に受けるような日が来るのではないかと思いま
す．そのような日常が戻ってきたならば，ぜひ２０２０年７月
に実施される予定であった編集委員会の新旧交代打ち上げ
を実施したいものです． （大塚哲平）

１年間務めてきた発行幹事から２０２０年６月で解放され，
安堵に包まれている．思えば２年間の編集委員の任務を全
うできるか多少の不安があった．就任前にギラン・バレー
症候群（GBS）という難病にかかったからだ．末梢神経の障
害で四肢・顔面・感覚が麻痺して思うように動かなくなっ
た．入院中とてつもなく暇なので，握力が弱っている中，
ググりまくると良くない情報ばかり書かれていた．人生に
絶望しかけたが，可愛い子どもが生まれ，妻の献身的なケ
アもあり，幸い，免疫グロブリン大量療法と理学・作業・
言語の３種類のリハビリ療法のおかげで快復した．最近新
型コロナウイルス感染症が猛威を振るい，ワクチン開発が
急ピッチで進められているが，GBSは患者が少ないので研
究には時間がかかる．年間１０万人に１人か２人の確率でし
かかからない．私の場合は第二波も来たのでさらにその１０
分の１だ．年末ジャンボ宝くじ２等が当たるような確率
だ．どちらの病気も誰でもかかり得る．結局原因はよくわ
からないが，今のところ問題もなく，日々の健康の上に研
究活動ができている．入院中，私の血液サンプルを某K
大学に提供した．微力ながらGBS研究に貢献した．微力な
がら核融合プラズマ研究の方にも貢献したい．少なくとも
本学会の編集業務には微力ながら貢献できたかと思う．発
行幹事として国際会議の動向を見続けましたが，多くの会
議が中止や延期になり，発表の場が今年は少ないようで
す．土岐コンはオンラインも併用しながら開催予定ですの
で（リモートでの）参加をお待ちしております（土岐コン
幹事より）． （辻村 亨）
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